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伝
最
澄
編
『
天
台
霊
応
図
本
伝
集
』
の
研
究
（
一
）

―
―
現
存
最
古
の
李
善
単
注
本
「
遊
天
台
山
賦
」

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
所
員　
　

池　

麗
梅

　
　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　
『
伝
教
大
師
全
集
』（
以
下
『
伝
全
』
と
略
す
）
第
四
巻
に
、『
天
台
霊
応
図
本
伝
集
』（
以
下
『
本
伝
集
』
と
略
す
）
と
い
う
書
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。『
本
伝
集
』
は
も
と
も
と
十
巻
構
成
の
書
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
テ
キ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
二
巻
の
み
の

残
卷
で
あ
る
。
そ
の
第
一
巻
に
は
、
孫
興
公
「
遊
天
台
山
賦
」
と
章
安
灌
頂
撰
「
天
台
山
国
清
寺
智
者
大
師
別
伝
」
と
が
載
せ
て
あ
り
、

第
二
巻
に
は
、
顔
真
卿
「
智
者
大
師
伝
」、
道
澄
「
智
者
大
師
述
讃
序
」、「
天
台
大
師
略
伝
」、
曇
羿
「
国
清
寺
智
者
大
師
影
堂
記
」
と
い
っ

た
四
種
の
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、本
論
文
で
取
り
上
げ
る
の
は
、『
本
伝
集
』
の
文
頭
を
飾
る
「
遊
天
台
山
賦
」
で
あ
る
。

論
述
は
概
ね
、
考
察
対
象
と
な
る
文
献
に
つ
い
て
解
説
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
考
察
対
象
と
な
る
文
献
の
内
容
を
、
関
連
文
献
、
本
論
で

は
『
文
選
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
比
較
・
分
析
し
て
い
く
、と
い
う
基
礎
作
業
よ
り
構
築
さ
れ
る
。
こ
の
考
察
の
目
的
は
、『
本
伝
集
』

本
「
遊
天
台
山
賦
」
と
い
う
文
献
の
性
質
・
文
献
的
価
値
に
対
す
る
精
確
な
認
識
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
貴
重
な
文
献
を
保
存

し
て
い
る
『
本
伝
集
』
へ
の
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
に
あ
る
。
な
お
、
本
論
中
（　

）
内
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
胡
刻
本
の
頁
数
で
あ
る
。



― 178 ―

　
　
　
　
二
、「
天
台
霊
応
伝
図
」
と
『
天
台
霊
応
図
本
伝
集
』

　

紀
元
八
〇
四
年
、
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
六
～
八
二
二
年
）
は
入
唐
し
、
国
清
寺
所
蔵
の
天
台
霊
応
図
と
呼
ば
れ
る
絵
画
の
模
本
を
入

手
、
そ
れ
を
日
本
に
齎
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
伝
来
記
録
は
、
最
澄
の
『
伝
教
大
師
将
来
台
州
録
』（『
大
正
蔵
』
第
五
十
五
巻
）「
進

官
録
上
表
（
１
）
」、
特
に
そ
の
目
録
本
文
に
「
天
台
山
智
者
大
師
霊
応
図
一
張
」（
一
〇
五
六
頁
、
上
段
、
一
八
行
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
け

れ
ど
も
、
こ
の
絵
画
に
関
す
る
情
報
は
、
八
八
五
年
成
立
の
安
然
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』（『
大
正
蔵
』
第
五
十
五
巻
）
の
記

載
（
２
）
を
最
後
に
し
て
、
完
全
に
絶
た
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
現
在
で
も
唯
一
、
絵
の
内
容
を
髣
髴
と
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
は
、
最
澄
編

と
伝
え
ら
れ
る
『
本
伝
集
』
と
い
う
文
集
で
あ
る
。

　
『
本
伝
集
』
は
も
と
も
と
、題
目
の
通
り
、天
台
霊
応
図
に
附
さ
れ
た
、い
わ
ば
解
説
書
の
役
割
を
果
た
す
文
集
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

そ
の
絵
の
内
容
に
関
し
て
、
本
書
の
序
文
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

今
図
像
者
、
天
台
智
者
霊
応
之
図
也
。
模
国
清
蔵
本
、
写
貞
元
仲
冬
。
城
則
隋
都
・
陳
京
、
寺
則
国
清
・
玉
泉
。
加
以
山
称
天
台
・

青
渓
、江
乃
揚
子
・
臨
海
。
其
峰
石
橋
・
瀑
布
、造
化
所
造
。
其
槌
金
地
・
銀
地
、両
師
所
居
。
墜
松
門
松
、大
風
不
韻
。
渓
水
江
水
、

大
雨
不
漲
。
奇
哉
、
馬
馬
不
洗
、
其
毛
尚
潔
。
人
人
不
食
、
其
身
猶
肥
。
梵
僧
唐
僧
、
或
行
或
坐
。
漢
男
秦
女
、
臥
室
立
門
。

不
出
庭
戸
、
普
知
天
下
、
其
謂
斯
也
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
台
霊
応
図
と
は
、
天
台
智
者
、
即
ち
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
年
）
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
具
現
化
し
た
絵
画
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
智
顗
の
生
涯
、
ま
た
は
師
の
滅
後
に
お
け
る
国
清
寺
の
建
立
な
ど
を
概
括
す
る
た
め
に
、
時
代
的
に
は
陳
隋

の
両
朝
、
空
間
的
に
は
南
の
金
陵
（
陳
京
）
よ
り
北
の
長
安
（
隋
都
）
に
亘
る
場
面
、
特
に
天
台
山
な
ど
を
中
心
と
し
た
一
連
の
場
面
が
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描
か
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

　

こ
れ
だ
け
の
豊
富
な
内
容
を
収
め
る
た
め
に
は
、
大
師
の
生
涯
を
象
徴
す
る
典
型
的
な
出
来
事
だ
け
を
、
そ
し
て
か
な
り
抽
象
的
な
手

法
で
描
写
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
世
の
人
に
個
々
の
絵
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
は
、
文
章
に

よ
る
解
説
を
附
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
文
に
引
き
続
い
て
、

然
図
像
略
画
、
不
伝
難
解
。
所
以
略
集
本
勒
成
十
卷
、
号
曰
霊
応
本
伝
集
、
以
副
応
図
、
流
布
来
緣
。
伏
願
令
一
覽
者
、
萌
三

徳
性
、
令
両
看
者
昇
一
乗
車
。
但
此
伝
数
本
、
広
略
不
同
。
孟
子
多
疑
、
悉
存
衆
本
。
冀
莫
厭
繁
重
、
讃
仏
讃
人
、
人
讃
功
重
。

是
以
聚
我
師
徳
、
敬
繫
来
緣
。
云
爾
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、霊
応
図
は
、解
説
し
な
け
れ
ば
、図
像
だ
け
で
は
理
解
し
に
く
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
配
慮
か
ら
生
ま
れ
た
の
が『
本

伝
集
』
で
あ
っ
た
。
編
集
者
が
智
者
大
師
の
伝
記
資
料
を
、
お
そ
ら
く
可
能
な
限
り
集
め
て
十
巻
の
書
物
に
ま
と
め
あ
げ
、
そ
れ
を
「
霊

応
本
伝
集
」
と
名
づ
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
、
分
量
の
大
き
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
短
篇
の
も
の
も
あ
り
、

互
い
の
内
容
が
重
複
す
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、霊
応
図
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
た
現
在
で
は
、『
本
伝
集
』
編
集
者
の
「
聚

我
師
徳
、
敬
繫
来
緣
」
と
い
う
敬
虔
な
願
い
は
、
文
字
で
絵
の
内
容
を
伝
え
る
と
共
に
、
貴
重
な
唐
代
の
文
献
を
伝
承
さ
せ
た
、
と
い
う

意
味
で
は
実
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

本
書
の
日
本
に
お
け
る
流
伝
に
関
し
て
は
、
九
一
四
年
に
成
立
し
た
玄
日
編
『
天
台
宗
章
疏
』（『
大
正
蔵
』
第
五
十
五
巻
）
に
み
え
る

「
天
台
霊
応
伝
一
卷
（
伝
教
述
）」（
一
一
三
七
頁
、
上
段
、
二
二
行
）
と
い
う
記
載
が
最
も
古
い
。
そ
の
後
、
一
〇
九
四
年
成
立
の
永
超

『
東
域
伝
燈
目
録
』（『
大
正
蔵
』
第
五
十
五
巻
）
に
は
、「
天
台
霊
応
伝
十
卷
（
最
澄
集
）」（
一
一
六
二
頁
、
下
段
、
二
行
）
と
「
霊
応

図
集
伝
十
卷
」（
一
一
六
四
頁
、中
段
、二
四
行
）
と
前
後
二
箇
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
天
台
宗
章
疏
』
に
は
一
巻
、『
東
域
伝
燈
目
録
』
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で
は
十
巻
と
異
な
る
調
卷
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
卷
数
の
相
違
が
、
同
一
の
内
容
を
持
つ
文
献
の
調
卷
上
の
違
い
な
の
か
、
そ
れ
と

も
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
て
文
献
の
内
容
が
増
補
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
現
行
本
が
二
巻
構
成
の

も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
序
文
に
は
「
略
集
本
勒
成
十
巻
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
行
本
の
内
容
は
も
と
も
と
十
巻
本
の
一
部

を
為
し
て
い
た
、
と
い
う
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
。

　
『
本
伝
集
』
に
は
以
下
の
七
つ
の
写
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

所　

蔵　

先

現
存
巻
数

識　
　
　

語

一

山
梨
県
身
延
山
図
書
館
蔵

第
二
巻
の
み

（
３
）

不
詳

二

叡
山
文
庫
真
如
蔵
書

全
二
巻
（
二
冊
）

無
（
４
）

三

比
叡
山
実
蔵
坊

全
二
巻

不
詳

四

京
都
妙
法
院

全
二
巻

不
詳

五

叡
山
文
庫
横
川
別
当
代
蔵
書
全
二
巻
（
一
冊
）

享
保
癸
卯
（
一
七
二
三
）
秋
九
月　

行
光
沖
寂
天
写
之

六

叡
山
文
庫
無
動
寺
蔵
書

全
二
巻
（
一
冊
）

①
享
保
癸
卯
秋
九
月　

行
光
沖
寂
天
写
之

②
此
霊
応
伝
集
一
二
合
卷
者
予
能
化
山
門
西
谷
行
光
坊
第
二
十
六
世
以
淵
沖
法
印
写
本
写
之
也

　

延
享
改
元
甲
子
（
一
七
四
四
）
冬
十
一
月
下
旬　

西
山
善
峰
寺 

谷
坊
圓
徴

③
文
化
十
二
年
乙
亥
（
一
八
一
五
）
八
月
以
善
峰
寺
谷
之
坊
之
本
令
書
写
之

　

台
嶽
法
曼
院
大
僧
都
真
超

七

魚
山
勝
林
院

全
二
巻

文
化
十
四
丁
巳
年
（
一
八
一
七
）
十
二
月
豪
雄
師
写
本

　

こ
の
う
ち
、
六
は
『
伝
全
』
本
が
校
定
す
る
際
に
用
い
た
底
本
で
あ
り
、
一
、三
、七
は
そ
の
対
校
本
で
あ
る
が
、
四
は
再
刊
時
に
使
わ
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れ
た
対
校
本
で
あ
る
（
５
）

。
筆
者
が
実
際
に
接
触
で
き
た
の
は
叡
山
文
庫
所
蔵
の
二
、五
と
六
の
三
種
の
写
本
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
三
、「
遊
天
台
山
賦
」
と
『
文
選
』

　
「
遊
天
台
山
賦
」は
東
晋
代
の
文
人
孫
綽
（
６
）（
三
一
四
～
三
七
一
年
）の
傑
作
の
一
つ
で
あ
る
。著
者
孫
綽
は
、字
は
興
公
、太
原
郡
中
都
県（
現

在
の
山
西
省
平
遥
）
の
出
身
で
、
伝
記
は
『
晋
書
』
巻
五
六
の
「
孫
楚
伝
」
に
附
さ
れ
て
い
る
。
孫
綽
は
、「
博
学
、
善
属
文
」、
少
い
頃

よ
り
、高
志
と
文
才
の
故
に
名
を
馳
せ
て
お
り
、玄
学
に
精
通
し
、許
詢
や
習
鑿
齒
ら
の
名
士
と
交
遊
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
彼
は
、

会
稽
に
お
い
て
十
余
年
ほ
ど
隠
遁
の
生
活
を
送
っ
た
後
、
出
世
を
果
た
し
、
参
軍
補
章
安
令
、
太
学
博
士
、
尚
書
郎
や
、
永
嘉
太
守
な
ど

の
官
職
を
経
て
、
廷
尉
卿
に
至
っ
た
。
伝
記
に
「
于
時
文
士
、
綽
為
其
冠
」
と
讃
え
ら
れ
る
ほ
ど
文
名
を
高
く
し
て
い
た
孫
綽
に
は
、『
孫

尉
卿
集
』
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
散
逸
し
、
現
在
で
は
『
全
晋
文
』
巻
六
一
～
六
二
、『
全
晋
詩
』
巻
五
、『
晋
詩
』
巻
一
三
に
収
録
さ

れ
た
も
の
の
み
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
明
『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
た
「
遊
天
台
山
賦
」
が
あ
る
。

　
「
遊
天
台
山
賦
」
は
、
孫
綽
が
永
嘉
太
守
の
職
を
解
か
れ
る
直
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
実
際
に
天
台
山
を
遊

覧
し
て
生
ま
れ
た
作
品
で
は
な
く
、
人
に
天
台
山
を
画
か
せ
、
そ
の
絵
を
吟
味
し
な
が
ら
で
き
た
「
遊
記
」
で
あ
る
、
と
伝
え
ら
れ
る
（
７
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
て
完
成
し
た
賦
が
孫
綽
の
自
信
作
に
な
っ
た
こ
と
は
、
伝
記
に
見
え
る
、

嘗
作
天
台
山
賦
、辞
致
甚
工
、初
成
、以
示
友
人
范
栄
期
、云
「
卿
試
擲
地
、當
作
金
石
聲
也
。」
栄
期
曰
「
恐
此
金
石
、非
中
宮
商
。」

然
每
至
佳
句
、
輒
云
「
応
是
我
輩
語
。」

と
い
う
逸
話
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
８
）
。
ま
た
そ
れ
が
後
に
孫
綽
の
作
品
と
し
て
唯
一
『
文
選
』
に
選
ば
れ
た
と
い
う
事
実
も
、
そ
の
傑
出
さ

の
動
か
ぬ
証
拠
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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『
文
選
』
は
も
と
も
と
三
十
巻
の
構
成
で
、
お
よ
そ
八
百
の
詩
文
を
三
十
七
種
の
文
体
ご
と
に
分
類
し
て
編
ま
れ
た
現
存
最
古
の
文
集

で
あ
る
。
そ
の
編
集
者
は
、
伝
統
的
に
は
南
朝
梁
武
帝
（
五
〇
二
～
五
四
九
年
在
位
）
の
太
子
蕭
統
（
五
〇
一
～
五
三
一
年
）
と
見
ら
れ

て
い
た
が
、
近
年
、
斯
波
六
郎
氏
や
清
水
凱
夫
氏
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
劉
孝
綽
主
導
説
が
提
唱
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
９
）
。
研
究
者
に
よ
れ
ば
、

本
集
の
「
収
録
作
品
の
時
代
範
囲
は
、
古
く
は
周
・
漢
よ
り
近
く
は
南
朝
の
斉
・
梁
に
至
る
ま
で
の
約
一
千
年
間
、
つ
ま
り
長
い
中
国
の

文
学
史
上
、
お
お
む
ね
そ
の
第
一
次
黄
金
時
代
の
全
般
を
包
摂
し
て
い
る
」。
そ
し
て
、
そ
の
収
録
作
品
の
採
択
基
準
は
、
作
品
の
「
内

容
は
作
者
の
深
い
思
索
か
ら
生
ま
れ
、
そ
の
本
質
は
修
辞
を
凝
ら
し
美
麗
な
文
学
的
表
現
を
心
掛
け
た
、
い
わ
ば
純
文
学
の
名
作
だ
け
に

限
定
し
た
」、
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
三
十
巻
本
『
文
選
』
の
完
全
な
写
本
・
刊
本
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
、
最
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
注
釈

付
き
の
六
十
巻
本
『
文
選
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
版
本
が
多
く
伝
わ
り
、
注
釈
の
内
容
構
成
に
よ
っ
て
、
大
ま
か
に
李
善
単
注
本
、
李
善
・

五
臣
注
本
、五
臣
・
李
善
注
本
と
い
う
三
種
類
に
分
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
六
十
巻
本
『
文
選
』
の
中
に
、「
遊
天
台
山
賦
」
は
賦
作
と
し
て
、

い
ず
れ
も
第
十
一
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
四
、『
天
台
霊
応
図
本
伝
集
』
に
お
け
る
「
遊
天
台
山
賦
」

　
『
本
伝
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
遊
天
台
山
賦
」
も
本
文
だ
け
で
は
な
く
、注
釈
付
き
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
的
な
形
態
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が「
文
選
李
善
注
六
〇
巻
本
の
巻
十
一
所
載
か
ら
の
抄
写
と
認
め
ら
れ
る（

（（
（

」、と
す
る
説
が
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、『
本
伝
集
』本
の「
遊

天
台
山
賦
」
が
、
現
行
本
と
同
系
統
の
六
十
巻
本
『
文
選
』
か
ら
摘
出
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
は
明
確
に
し
て
お
く
べ
き
だ
と

思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、『
本
伝
集
』
本
を
、
現
行
の
五
種
類
の
版
本（

（（
（

に
見
ら
れ
る
相
当
箇
所
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
前
者
の

注
釈
内
容
の
殆
ど
が
版
本
の
李
善
注
に
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、
か
な
り
の
省
略
と
相
異
も
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
正
文
と
注

釈
文
に
見
ら
れ
る
相
異
点
を
そ
れ
ぞ
れ
に
指
摘
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
注
釈
の
増
減
・
相
違
を
判
別
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、『
本
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伝
集
』
本
（
以
下
「
伝
本
」
と
略
す
）
と
胡
刻
本（

（（
（

の
内
容
を
上
下
に
対
照
し
、両
者
に
異
同
の
あ
る
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
に
下
線
を
附
す
る
。

た
だ
し
、
書
写
字
体
に
関
し
て
、
俗
字
・
略
字
と
正
字
と
の
違
い
は
考
察
の
外
に
お
く
。

　

第
一
に
、
正
文
に
見
ら
れ
る
語
句
の
相
違
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

①
『
文
選
』
の
各
版
本
と
比
べ
て
、
明
ら
か
に
「
伝
本
」
の
誤
写
（
一
～
一
一
）・
脱
落
（
一
二
～
一
三
）
と
判
断
で
き
る
箇
所
を
あ

ら
か
じ
め
摘
出
し
て
以
下
に
示
し
て
お
く
。

伝　
　

本

胡　

刻　

本

一

然
図
像
之
興
、
豈
虚
也
哉
。
非
天1
遺
世
翫
道
、
絶
粒

茄1
芝
者
、
焉1
能
軽
挙
而
宅
之
。

然
図
像
之
興
、
豈
虚
也
哉
。
非
夫1
遺
世
翫
道
、
絶
粒
茹1
芝
者
、
烏1
能
軽
挙
而
宅
之
。（
一
六
三
頁
、

中
段
、
一
五
～
一
六
行
）

二

非
失1
遠
寄
冥
搜
、
篤
信
通
神
者
、
何
肯
遙
想
而
存
之
。
非
夫1
遠
寄
冥
搜
、
篤
信
通
神
者
、
何
肯
遙
想
而
存
之
。（
一
六
三
頁
、
中
段
、
一
八
～
一
九
行
）

三

大1
虚
遼
廓
而
無
閡
、
運
自
然
之
妙
有
。

太1
虚
遼
廓
而
無
閡
、
運
自
然
之
妙
有
。（
一
六
四
頁
、
上
段
、
四
行
）

四

嗟
台
嶽
之
所
奇
挺
、
寔
神
妙1
之
所
扶
持
。

嗟
台
嶽
之
所
奇
挺
、
寔
神
明1
之
所
扶
持
。（
一
六
四
頁
、
上
段
、
九
～
一
〇
行
）

五

理
無
陰1
而
不
彰
、
啓
二
奇
以
示
兆
。

理
無
隱1
而
不
彰
、
啓
二
奇
以
示
兆
。（
一
六
四
頁
、
上
段
、
一
九
～
二
〇
行
）

六

披
荒
榛
之
蒙
蘢
、
涉1
峭
崿
之
崢
嶸
。

披
荒
榛
之
蒙
蘢
、
陟1
峭
崿
之
崢
嶸
。（
一
六
四
頁
、
中
段
、
一
〇
～
一
一
行
）

七

雖
一
昌1
於
垂
堂
、
乃
永
存
乎
長
生
。

雖
一
冒1
於
垂
堂
、
乃
永
存
乎
長
生
。（
一
六
五
頁
、
上
段
、
一
～
二
行
）

八

必
契
誠
於
幽
昧
、
履
重
嶮
而
愈1
平
。

必
契
誠
於
幽
昧
、
履
重
嶮
而
逾1
平
。（
一
六
五
頁
、
上
段
、
三
行
）
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九

恣
心
目
之
寥
朗
、
任
緩
步
之
縱1
容
。

恣
心
目
之
寥
登
、
任
緩
步
之
從1
容
。（
一
六
五
頁
、
上
段
、
五
～
六
行
）

一
〇
雙
闕
雲
竦
以
夾
路
、
瓊
臺
中
天
而
懸
居
。
朱
門1
玲
瓏

於
林
間
、
玉
堂
陰
映
于
高
隅
。

雙
闕
雲
竦
以
夾
路
、
瓊
臺
中
天
而
懸
居
。
朱
闕
玲
瓏
於
林
間
、
玉
堂
陰
映
于
高
隅
。（
一
六
五
頁
、

上
段
、
一
九
～
二
〇
行
）

一
一
彫1
雲
斐
亹
以
翼
櫺
、
曒
日
炯
晃
於
綺
疏
。

彤1
雲
斐
亹
〈
亡
匪
〉
以
翼
櫺
、
曒
〈
公
鳥
〉
日
炯
晃
於
綺
踵
（
一
六
五
頁
、
中
段
、
二
～
三
行
）

一
二
睹
霊
驗
而
遂
徂
、
忽
乎
吾
将
行

1

1

1

。
仍
羽
人
於
丹
丘
、

尋
不
死
之
福
庭
。

睹
霊
驗
而
遂
徂
、
忽
乎
吾
之
将
行

1

1

1

1

。
仍
羽
人
於
丹
丘
、
尋
不
死
之
福
庭
。（
一
六
四
頁
、
中
段
、

四
～
五
行
）

一
三
□
□
□
□
□
□
、
卒
踐
無
人
之
境
。

始
経
魑
魅
之
塗

1

1

1

1

1

1

、
卒
踐
無
人
之
境
。（
一
六
三
頁
、
上
段
、
九
～
一
〇
行
）

　
『
本
伝
集
』と
い
う
書
物
は
そ
の
成
立
以
後
、宗
祖
所
集
の
書
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
、天
台
宗
の
後
継
者
に
よ
っ
て
代
々
抄
写
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
事
実
、
か
れ
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
書
物
が
我
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
抄
写
が
長
い
年
月
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
う
ち
に
、
次
第
に
字
句
の
誤
認
・
誤
字
・
脱
落
が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
は
、

一
般
に
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。
特
に
、
抄
写
す
る
本
に
対
校
本
が
な
い
場
合
は
、
新
写
さ
れ
る
写
本
は
、
底
本
の
誤
字
と
脱
文

を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
し
か
な
い
。
上
に
あ
げ
た
「
伝
本
」
に
認
め
ら
れ
た
十
三
点
に
わ
た
る
現
行
本
と
の
相
異
は
そ
う
し
た
事
情
か
ら

生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
誤
字
と
脱
字
は
、
同
時
に
、「
伝
本
」
に
留
め
ら
れ
た
文
献
内
容
が
可
能
な
限
り
古
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
近
似
す
る

形
で
保
存
・
伝
写
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、「
伝
本
」「
遊
天
台
山
賦
」
は
、
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
李
善

注
『
文
選
』
に
求
め
ら
れ
る
。「
伝
本
」
の
抄
写
者
が
『
文
選
』
注
本
に
よ
っ
て
対
校
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
上
の
十
三
点
に
も
の
ぼ
る
本
文
内
容
の
誤
字
な
ど
か
ら
見
て
、
そ
う
し
た
対
校
の
形
跡
は
決
し
て
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
事
実
は
、
角
度
を
か
え
れ
ば
、
こ
の
「
伝
本
」
に
見
え
る
「
遊
天
台
山
賦
」
の
内
容
は
、『
文
選
』
現
行
本
や
、
そ
れ
ら
が
基
に
し
た
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宋
代
刊
本
な
ど
か
ら
摘
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、「
伝
本
」「
遊
天
台
山
賦
」
は
、『
文

選
』
の
本
文
及
び
そ
れ
に
対
す
る
李
善
注
の
、
現
在
で
は
も
っ
と
も
古
い
形
態
を
留
め
て
い
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
可
能
性
も
浮
上
し
て
く

る
。
も
し
、そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
伝
本
」
の
こ
の
部
分
は
、今
ま
で
報
告
さ
れ
た
『
文
選
』
の
敦
煌
写
本
と
較
べ
て
、写
本
の
古
さ
や
『
文

選
』
そ
の
も
の
の
写
本
断
片
で
は
な
い
、
と
い
う
点
で
は
価
値
的
に
劣
る
が
、
し
か
し
内
容
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
に
次
い
で
重
要
な
も
の

と
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

②
「
伝
本
」
に
は
皆
無
で
あ
る
が
、『
文
選
』
各
版
本
に
お
け
る
賦
作
本
文
だ
け
に
見
え
る
音
義
の
混
入
。

伝　
　

本

胡　

刻　

本

一

濟
楢
溪
而
直
進
、
落
五
界
而
迅
征
。

濟
楢
〈
由
〉

1

1

1

溪
而
直
進
、
落
五
界
而
迅
征
。（
一
六
四
頁
、
中
段
、
一
二
行
）

二

跨
穹
隆
之
懸
磴
、
臨
萬
丈
之
絶
冥
。

跨
穹
隆
之
懸
磴
〈
丁
鄧
〉

1

1

1

1

、
臨
萬
丈
之
絶
冥
。（
一
六
四
頁
、
中
段
、
一
五
行
）

三

攬
樛
木
之
長
蘿
、
援
葛
藟
之
飛
莖
。

攬
樛
〈
居
求
〉

1

1

1

1

木
之
長
蘿
、
援
葛
藟
〈
力
鬼
〉

1

1

1

1

之
飛
莖
。（
一
六
四
頁
、
中
段
、
一
九
～
二
〇
行
）

四

藉
萋
萋
之
纖
草
、
蔭
落
落
之
長
松
。

藉
〈
慈
夜
〉

1

1

1

1

萋
萋
之
纖
草
、
蔭
落
落
之
長
松
。（
一
六
五
頁
、
上
段
、
七
～
八
行
）

五

赤
城
霞
起
以
建
標
、
瀑
布
飛
流
以
界
道
。

赤
城
霞
起
而
建
標
〈
卑
遙
〉

1

1

1

1

、
瀑
布
飛
流
以
界
道
。（
一
六
四
頁
、
上
段
、
二
〇
～
頁
、
中
段
、
一
行
）

六

彫
雲
斐
亹
以
翼
櫺
、
曒
日
炯
晃
於
綺
疏
。

彤
雲
斐
亹
〈
亡
匪
〉

1

1

1

1

以
翼
櫺
、
曒
〈
公
鳥
〉

1

1

1

1

日
炯
晃
於
綺
踵
。（
一
六
五
頁
、
中
段
、
二
～
三
行
）

　

②
の
二
、三
、五
、六
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
中
に
音
注
が
見
え
る
の
は
尤
本
・
胡
刻
本
だ
け
で
あ
っ
て
、『
胡
氏
考
異
』
で
も
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
、
袁
本
、
茶
陵
本
で
は
、
音
注
が
本
文
で
は
な
く
、
注
釈
文
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
②
の
二
の
場
合
、
袁
本
・
明

州
本
・
四
部
本
で
は
い
ず
れ
も
李
善
注
に
「
磴
、
丁
鄧
切
」
と
あ
る
が
、
胡
刻
本
な
ど
に
は
相
当
す
る
文
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
②
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の
一
、四
に
見
え
る
音
注
の
本
文
へ
の
混
入
は
、
現
行
各
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
尤
本
・
胡
刻
本
に
は
な
い
が
、
ほ
か
の
諸

本
で
は
、
音
注
が
本
文
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
太
虚
遼
廓
而
無
閡
魚
代
1

1

、
運
自
然
之
妙
有
」
と
「
蔭
牛
宿
秀1

以
曜
峯
、
託
霊
越
以
正
基
」
と
で
あ
る
が
、
こ
の
二
箇
所
と
②
の
一
、四
の
場
合
は
、
本
文
中
に
あ
る
音
注
に
対
応
す
る
注
釈
文
が
李
善

注
に
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
は
五
臣
注
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
富
永
一
登
［
一
九
九
八
］
が
、
敦
煌
本
の
校
勘

に
際
し
て
、張
雲
璈
『
選
学
膠
言
』（
選
学
叢
書
所
収
）の
李
氏
注
例
に
関
す
る「
音
釈
多
在
注
末
、而
不
在
正
文
下
。
凡
音
之
在
正
文
下
者
、

皆
非
李
氏
舊
也
」
と
い
う
説
を
引
用
し
て
い
る
（
二
一
頁
）
が
、
本
文
に
音
注
が
決
し
て
見
ら
れ
な
い
点
に
関
し
て
、「
伝
本
」
は
敦
煌

本
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
音
注
を
李
善
注
に
含
む
場
合
に
、
袁
本
・
尤
本
・
四
部
本
で
は
一
貫
し
て
「
丁
鄧
切
」
の
よ
う
に
「
切
」
字

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、「
伝
本
」
で
は
、
一
箇
所（

（（
（

を
除
い
て
、
す
べ
て
「
反
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
敦
煌
本
と
同
じ
で

あ
る（

（（
（

。

　

③
『
文
選
』
各
版
本
の
相
互
に
字
句
の
出
入
り
が
見
ら
れ
て
、「
伝
本
」
が
い
ず
れ
か
の
『
文
選
』
版
本
と
一
致
す
る
場
合
。

伝　
　

本

胡　

刻　

本

一

天
台
山
者
、
蓋
山
岳
之
神
秀
者1
也
。

天
台
山
者
、
蓋
山
嶽
之
神
秀
也
。（
一
六
三
頁
、
中
段
、
三
行
）

二

非
天
（
夫
）
遺
世
翫
道
、絶
粒
茄
（
茹
）
芝
者
、

焉1
能
軽
挙
而
宅
之
。

非
夫
遺
世
翫
道
、
絶
粒
茹
芝
者
、
烏1
能
軽
挙
而
宅
之
。（
一
六
三
頁
、
中
段
、
一
五
～
一
六
行
）

三

赤
城
霞
起
以1
建
標
、
瀑
布
飛
流
以
界
道
。

赤
城
霞
起
而1
建
標
〈
卑
遙
〉、
瀑
布
飛
流
以
界
道
。（
一
六
四
頁
、
上
段
、
二
〇
～
頁
、
中
段
、
一
行
）

四

既
克
濟1
於
九
折
、
路
威
夷
而
脩
通
。

既
克
隮1

於
九
折
、
路
威
夷
而
脩
通
。（
一
六
五
頁
、
上
段
、
四
行
）
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③
の
一
に
関
し
て
、『
胡
氏
考
異
』
に
「
袁
本
、
茶
陵
本
無
「
者
」
字
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
、
明
州
本
と
四
部
本
に
も
「
者
」

と
い
う
字
は
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、「
伝
本
」
と
同
じ
く
「
者
」
を
有
す
る
版
本
は
、
尤
本
と
胡
刻
本
だ
け
で
あ
る
。
ほ
か
に
、『
藝
文
類

聚
』
第
七
卷
「
山
部
上
・
天
台
山
」
に
引
用
さ
れ
た
「
遊
天
台
山
賦
序
」
の
中
で
は
、
こ
の
一
句
が
「
天
台
山
者
、
蓋
山
岳
之
神
秀
者
也
」

と
な
っ
て
お
り
、「
伝
本
」
な
ど
と
一
致
し
て
い
る
。

　

③
の
二
は
、
尤
本
・
胡
本
・
四
部
本
で
は
「
烏
」
と
あ
る
が
、「
伝
本
」
で
は
「
焉
」
と
さ
れ
、
明
州
本
は
「
伝
本
」
と
同
じ
で
あ
る
。

四
部
本
に
は
「
烏
」
と
す
る
が
、
校
記
に
「
五
臣
本
作
焉
字
」
と
あ
る
。

　

③
の
三
に
つ
い
て
は
、
尤
本
・
胡
本
だ
け
は
「
而
」
と
す
る
が
、
明
州
本
・
袁
本
・
四
部
本
は
い
ず
れ
も
「
伝
本
」
と
同
じ
く
「
以
」

と
す
る
。

　

③
の
四
に
関
し
て
、
尤
本
・
胡
本
・
四
部
本
で
は
「
隮
」
と
さ
れ
て
お
り
、
四
部
本
の
校
記
に
「
五
臣
本
作
濟
字
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
明
州
本
と
袁
本
で
は
い
ず
れ
も
、「
伝
本
」
と
同
じ
く
「
濟
」
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
記
に
「
善
本
作
隮
字
」
と
あ
る
。

　

④
『
文
選
』
各
版
本
と
は
違
う
も
の
の
、「
伝
本
」
の
誤
写
と
は
考
え
ら
れ
な
い
場
合
。

伝　
　

本

胡　

刻　

本

一

所
以
不
列
於
五
嶽
、
闕
載
於
常
典
者
、
豈
不
以
其1
所

立
冥
奧
、
其
路
幽
迥
。

所
以
不
列
於
五
嶽
、
闕
載
於
常
典
者
、
豈
不
以
所
立
冥
奧
、
其
路
幽
迥
。（
一
六
三
頁
、
中

段
、
八
～
九
行
）

二

融
而
成1
川
瀆
、
結
而
為
山
阜
。

融
而
為1
川
瀆
、
結
而
為
山
阜
。（
一
六
四
頁
、
上
段
、
八
～
九
行
）

三

結
根
彌
於
華
岱
、
直
植
高
於
九
嶷1
。

結
根
彌
於
華
岱
、
直
指
高
於
九
疑1
。（
一
六
四
頁
、
上
段
、
一
二
行
）
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四

近
智
以
守
見
不
之
、
之
者
以
路
絶
莫
曉
。

近
智
以
守
見
而1
不
之
、
之
者
以
路
絶
而1
莫
曉
。（
一
六
四
頁
、
上
段
、
五
～
六
行
）

五

苟
台
嶺
之
可
攀
、
亦
何
羨
於
曾1
城1
。

苟
台
嶺
之
可
攀
、
亦
何
羨
於
層
城
1

1

。（
一
六
四
頁
、
中
段
、
六
～
七
行
）

　

④
の
一
で
は
、「
伝
本
」
に
「
豈
不
以
其
所
立
冥
奧
」
と
あ
っ
て
、
現
行
の
『
文
選
』
諸
版
本
に
は
「
其
」
が
見
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

前
述
し
た『
藝
文
類
聚
』「
山
部
上
・
天
台
山
」に
見
え
る「
遊
天
台
山
賦
序
」の
引
用
文
で
は
、こ
の
一
文
は
や
は
り「
豈
不
以
其
所
立
冥
奧
、

其
路
幽
迥
」
と
な
っ
て
お
り
、「
伝
本
」
と
の
一
致
を
示
し
て
い
る
。

　

④
の
二
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
李
善
は
班
固
『
終
南
山
賦
』（
佚
）
に
見
え
る
「
流
澤
遂
而
成
水
、
停
積
結
而
為
山
」
を
引
い
て
注
釈

し
て
い
る
。
こ
の
引
用
文
を
注
釈
対
象
の
本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、「
伝
本
」
の
よ
う
に
、「
成
す
」
と
「
為
す
」
と
い
う
同
じ

意
味
を
持
つ
二
つ
の
動
詞
を
使
い
分
け
た
ほ
う
が
そ
の
出
典
に
よ
り
即
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
胡
刻
本
の
よ
う
に

対
を
為
す
前
後
二
句
に
全
く
同
じ
動
詞
が
使
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
賦
作
の
中
で
は
異
例
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
は
、「
融
而
為
川
瀆
、
結

而
為
山
阜
」
を
、「
伝
本
」
に
よ
っ
て
「
融
而
成
川
瀆
、
結
而
為
山
阜
」
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

④
の
三
に
見
え
る
「
九
嶷
」、
と
「
九
疑
」
は
、
字
こ
そ
違
う
が
、
と
も
に
同
一
の
山
の
名
前
と
し
て
し
ば
し
ば
古
典
文
献
に
登
場
し

て
い
る
。『
山
海
経
』
巻
第
十
八
「
海
內
経
」
に
見
え
る
「
南
方
蒼
梧
之
丘
、
蒼
梧
之
淵
、
其
中
有
九
嶷
山
、
舜
之
所
葬
、
在
長
沙
零
陵

界
中（

（（
（

」
の
一
文
に
対
し
て
、郭
璞
は
ま
ず
、嶷
の
音
注
を
「
音
疑
」
と
施
し
て
、さ
ら
に
そ
の
場
所
に
つ
い
て
「
山
今
在
零
陵
営
道
縣
南
、

其
山
九
谿
皆
相
似
、
故
云
「
九
疑
」
；
古
者
總
名
其
地
為
蒼
梧
也
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
清
代
の
郝
懿
行
が
、
九
嶷
に
つ
い
て
、

説
文
（
九
）
云
、『
九
嶷
山
、
舜
所
葬
、
在
零
陵
営
道
。』『
楚
辞
・
離
騷
』『
史
記
・
五
帝
本
紀
』
並
作
「
九
疑
」、『
初
学
記
』

八
卷
及
『
文
選
』「
上
林
賦
」
注
引
此
経
、
亦
作
「
九
疑
」、「
琴
賦
注
」
又
作
九
嶷
、
蓋
古
字
通
也
。
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と
釈
し
て
、「
疑
」
と
「
嶷
」
と
は
相
通
ず
る
古
い
字
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
④
～
三
の
場
合
も
、「
伝
本
」
に
あ
る
「
九

嶷
」
と
胡
刻
本
の
「
九
嶷
」
は
い
ず
れ
も
間
違
い
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

④
の
四
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
胡
氏
考
異
』
で
は
「
近
智
以
守
見
而
不
之
、
袁
本
、
茶
陵
本
「
智
」
下
有
「
者
」
字
。
案
、
二
本
不
載

校
語
、
無
可
考
也
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
厳
密
に
言
う
と
、
袁
本
・
明
州
本
・
四
部
本
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
本
文
に
は
「
者
」
が
あ
る
か
わ
り
に
、「
而
」
の
字
が
な
い
こ
と
に
も
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
、「
伝
本
」

と
『
文
選
』
版
本
の
該
当
箇
所
を
対
比
し
よ
う
。

伝　
　
　
　
　
　
　

本　

  「
近
智
以
守
見
不
之
、
之
者
以
路
絶
莫
曉
。」

袁
本
・
明
州
本
・
四
部
本
「
近
智
者
以
守
見
不
之
、
之
者
以
路
絶
而
莫
曉
。」

尤　

本　

・　
　

胡
刻
本
「
近
智
以
守
見
而
不
之
、
之
者
以
路
絶
而
莫
曉
。」

　
「
伝
本
」
で
は
、「
近
智
以
守
見
不
之
」
と
「
之
者
以
路
絶
莫
曉
」
と
い
う
二
句
は
そ
れ
ぞ
れ
七
字
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
対
を
な
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
版
本
と
な
る
と
、
前
後
の
二
句
に
そ
れ
ぞ
れ
一
字
が
増
え
て
い
る
。
後
ろ
の
一
句
に
あ
る
「
而
」
に
関
し
て
は
、

す
べ
て
の
版
本
が
一
致
す
る
た
め
、
仮
に
こ
の
一
字
が
増
補
だ
と
し
て
も
、
か
な
り
早
い
段
階
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、

後
半
の
一
句
に
一
字
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
後
の
対
句
関
係
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
袁
本
と
尤
本
と
の
違
い
は
、
そ
う
し

た
対
句
の
均
衡
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
た
め
に
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、袁
本
な
ど
で
は
、後
半
句
の
「
之
者
」

と
い
う
語
に
着
目
し
、
そ
れ
と
対
応
さ
せ
よ
う
と
し
て
「
近
智
」
を
「
近
智
者
」
に
直
し
た
、
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
本
文
に

対
し
て
李
善
が
「
言
近
智
守
所
見
而
不
之
、
假
有
之
者
、
以
其
路
断
絶
、
莫
之
能
曉
也
」
と
注
釈
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、「
近
智
」
を
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近
智
の
者
と
い
う
意
味
で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、本
文
に
改
め
て
「
者
」
を
加
え
る
こ
と
が
不
適
切
と
判
断
さ
れ
た
か
、

あ
る
い
は
「
近
智
守
所
見
而
不
之
」
と
い
う
李
善
注
に
影
響
を
受
け
た
か
、尤
本
を
は
じ
め
と
し
て
、「
近
智
」
に
「
者
」
を
加
え
ず
、「
守

見
」
の
後
に
「
而
」
を
付
け
加
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

④
～
五
に
関
し
て
は
、
本
文
だ
け
で
は
な
く
、
注
釈
文
と
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。「
伝
本
」
と
胡
刻
本
の
内
容
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

伝　
　

本

胡　

刻　

本

苟
台
嶺
之
可
攀
、
亦
何
羨
於
曾
城
1

1

。

『
淮
南
子
』
曰
、
掘
崩
砲
虚
以
下
地
、
中
有
増
城
1

1

九
重
。

苟
台
嶺
之
可
攀
、
亦
何
羨
於
層
城
1

1

。

（
前
略
）『
淮
南
子
』
曰
、掘
崑
崙
墟
以
下
地
、中
有
層
城
1

1

九
重
是
也
。（
一
六
四
頁
、中
段
、

六
～
八
行
）

　

李
善
は
本
文
の
「
層
城
」
を
注
釈
す
る
際
に
、
そ
の
典
故
を
『
淮
南
子
』
に
求
め
て
い
る
。
現
行
本
『
淮
南
子
』「
墜
形
篇
」
で
は
、

こ
の
一
文
は
「
掘
昆
侖
虚
以
下
地
、
中
有
増
城
1

1

九
重
」
と
な
っ
て
お
り
、「
伝
本
」
に
見
ら
れ
る
注
釈
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。「
増1

城1

」
と
は
、
崑
崙
山
の
頂
上
に
位
置
す
る
、
伝
説
上
の
天
国
を
指
し
て
お
り
、
用
語
と
し
て
は
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
最
も

古
い
用
例
は
『
楚
辞
』
卷
第
三
「
天
問
」
の
「
増
城
1

1

九
重
、
其
高
幾
里
」
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
梁
元
帝
『
玄
圃
牛
渚
磯

碑
』
に
も
「
増
城
1

1

九
重
、
仙
林
八
樹（

（（
（

」
と
あ
り
、
さ
ら
に
時
代
を
下
る
と
、
北
魏
の
酈
道
元
『
水
経
注
』
に
「
崑
崙
之
山
三
級
、
下
曰
樊

桐
、
一
名
板
松
；
二
曰
玄
圃
、
一
名
閬
風
；
上
曰
増
城
1

1

、
一
名
天
庭
、
是
謂
太
帝
之
居
」
と
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
意
味
で
の
「
増
城
」
は
、「
曾
城
」
と
書
か
れ
る
場
合
が
む
し
ろ
多
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
藝
文
類
聚
』
に
は
、

前
述
し
た
『
淮
南
子
』
の
文
が
数
回
に
わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
曾
城
1

1

九
重
」
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
後
漢
の
服
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虔
は
、『
漢
書
』「
揚
雄
伝
」
に
見
え
る
「
帝
居
之
縣
圃
」
を
、「
曾
城
1

1

・
縣
圃
・
閬
風
、
昆
侖
之
山
三
重
也
、
天
帝
神
在
其
上
」
と
注
釈

し
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、
西
晉
・
陸
機
「
贈
潘
正
叔
詩
」
に
「
執
笏
崇
賢
内
、
振
纓
曾
城
1

1

阿（
（（
（

」
と
あ
り
、
ま
た
、『
文
選
』
李
善
注
の
別
の

箇
所
に
引
用
さ
れ
る
東
晋
王
彪
之
『
遊
仙
詩
』
に
も
「
遠
遊
絶
塵
霧
、
軽
挙
観
滄
溟
。
蓬
萊
陰
倒
景
、
崩
砲
罩
曾1

城1

」
と
あ
る（

（（
（

。
以
上
見

て
き
た
よ
う
に
、「
曾
城
」
と
い
う
言
葉
は
、「
増
城
」
よ
り
は
す
こ
し
遅
れ
る
が
、
後
漢
代
か
ら
既
に
文
献
に
登
場
し
て
お
り
、
両
晋
を

中
心
に
、
さ
ら
に
南
北
朝
時
代
を
経
て
、
唐
代
ま
で
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

胡
刻
本
『
文
選
』
の
本
文
に
は
、「
曾
城
」
が
一
箇
所
出
て
く
る
ほ
か
、「
層
城
」
は
二
箇
所
に
見
え
る
。
前
者
に
関
し
て
、
第
二
十
八

卷
、陸
機
（
士
衡
）
の
「
前
緩
聲
歌
」
に
は
「
遊
仙
聚
霊
族
、高
會
曾
城
1

1

阿（
（（
（

」
と
あ
り
、後
者
に
関
し
て
は
、「
遊
天
台
山
賦
」
の
ほ
か
に
、

第
十
五
卷
の
張
衡
（
平
子
）「
思
玄
賦
」
に
「
登
閬
風
之
層
城
1

1

兮
、搆
不
死
而
為
床
」
と
い
う
一
句
が
あ
る
。
こ
の
「
思
玄
賦
」
と
は
、『
文

選
』
が
劉
宋
・
范
曄
編
『
後
漢
書
』
と
共
有
す
る
十
三
編
の
作
品（

（（
（

の
一
つ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
後
漢
書
』
卷
五
十
九
「
張
衡
伝
」
に

見
え
る
「
思
玄
賦
」
の
相
当
箇
所
で
は
「
登
閬
風
之
曾
城
1

1

兮
、
搆
不
死
而
為
床
」
と
な
っ
て
い
る
。『
後
漢
書
』
の
成
立
は
大
体
、
宋
元

嘉
九
年
か
ら
十
六
年
ま
で
（
四
三
二
～
四
三
九
年
）
と
さ
れ
て
お
り
、
他
方
、『
文
選
』
の
編
纂
時
期
は
、
梁
の
普
通
七
年
（
五
二
六
年
）

よ
り
以
後
、
中
大
通
三
年
（
五
三
一
）
ご
ろ
ま
で
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
成
立
時
期
に
は
お
よ
そ
百
年
の
差
が
あ

り
、『
文
選
』
が
「
思
玄
賦
」
を
採
録
す
る
に
際
し
て
『
後
漢
書
』
を
参
考
に
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、『
文

選
』
所
収
「
思
玄
賦
」
の
「
層
城
」
は
、『
後
漢
書
』
に
従
っ
て
「
曾
城
」
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
胡
刻
本
『
文
選
』

に
見
え
る
作
品
の
本
文
で
「
層
城
」
と
す
る
の
は
「
遊
天
台
山
賦
」
だ
け
に
な
る
。
し
か
し
、そ
の
箇
所
も
「
伝
本
」
で
は
明
確
に
「
曾
城
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
事
実
と
以
上
に
見
て
き
た
こ
と
と
を
総
合
的
に
考
え
れ
ば
、『
文
選
』
所
収
の
「
遊
天
台
山
賦
」
も
や
は
り
「
伝

本
」
に
従
っ
て
「
曾
城
」
と
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

　
「
層
城
」と
い
う
表
記
の
出
現
は
魏
末
晋
初
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
が（

（（
（

、「
曾
城
」と
比
べ
れ
ば
、用
例
は
比
較
的
に
少
な
い
。
そ
れ
が『
文

選
』
本
文
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
注
釈
文
か
ら
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
胡
刻
本
『
文
選
』
で
は
、
問
題
と
な
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る
三
箇
所
の
「
曾
城
1

1

」（
或
い
は
「
層
城
1

1

」）
に
対
し
て
は
、
い
ず
れ
も
李
善
注
が
附
さ
れ
て
い
る
。「
遊
天
台
山
賦
」
の
場
合
は
既
に
示

し
た
如
く
で
あ
り
、「
前
緩
聲
歌
」
の
李
善
注
も
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、「
淮
南
子
曰
、
掘
崑
崙
墟
以
下
地
、
中
有
層
城
1

1

九
重
」（
一
三
一
四

頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、残
る
「
思
玄
賦
」
の
李
善
注
に
関
し
て
、李
賢
『
後
漢
書
』
注
を
見
な
が
ら
、少
し
詳
し
く
述
べ
よ
う
。

　

李
賢
の
『
後
漢
書
』
注
と
李
善
の
『
文
選
』
注
に
関
し
て
、
富
永
一
登
［
一
九
九
八
］
は
、
両
者
の
類
似
性
を
指
摘
し
、
李
賢
注
が
先

立
っ
て
成
立
し
て
い
た
李
善
注
を
参
照
し
た
可
能
性
と
、
後
世
に
よ
る
李
善
注
の
増
補
に
李
賢
注
が
参
考
に
さ
れ
た
可
能
性
を
提
示
し
立

証
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
当
該
「
思
玄
賦
」
の
「
登
閬
風
之
曾
城
1

1

兮
、
搆
不
死
而
為
床
」
と
い
う
一
文
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
以
下
、
こ
の
文
に
対
す
る
李
善
注
と
李
賢
注
を
上
下
に
示
し
た
。

【
李
善
注
】（
胡
刻
本
）

　
「
閬
風
、
崑
崙
山
名
也
。
善
曰
、（
Ａ
）
淮
南
子
曰

1

1

1

1

、
崑
崙
1

1

虚1

有
三
山

1

1

1

、
閬1

風1

、
桐
版
1

1

、
玄
圃
1

1

。
層
城
九
重

1

1

1

1

、
禹
云
1

1

、

崑
崙
有
此
城

1

1

1

1

1

、
高
一
萬
一
千
里

1

1

1

1

1

1

。
十
洲
記
曰
、
崑
崙
北
角
曰
閬
風
之
顛
。
山
海
経
曰
、
崑
崙
開
明
北
有
不
死
樹
、（
Ｂ
）

食
之
長

1

1

1

寿1

。
郭
璞
曰
、
言
常
生
也
。（
Ｃ
）
古
今
通
論
曰

1

1

1

1

1

、
不
死
樹
在
層
城
西

1

1

1

1

1

1

1

。」（
六
七
〇
）

【
李
賢
注
】

　
「
閬
風
、山
名
、在
崩
砲
山
上
。『
楚
辞
』
曰
、登
閬
風
而
絏
馬
。『
淮
南
子
』
曰
、崩
砲
山
有
曾
城
1

1

九
重
、高
萬
一
千
里
」。

上
有
不
死
樹
在
其
西
、
今
以
不
死
木
為
床
也（

（（
（

。

　

両
注
は
、あ
る
程
度
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、相
異
が
よ
り
多
く
目
に
つ
く
。
特
に
、両
注
は
共
に
『
淮
南
子
』
を
引
い
て
い
な
が
ら
も
、

内
容
に
は
異
同
が
あ
る
。
し
か
し
、
引
用
文
の
相
違
部
分
、
つ
ま
り
李
善
注
に
し
か
見
ら
れ
な
い
「
崑
崙
虚
有
三
山
、
閬
風
、
桐
版
、
玄

圃
」
と
い
う
一
文
は
、現
行
本
『
淮
南
子
』
に
は
相
当
箇
所
が
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、こ
の
内
容
は
、李
善
の
『
甘
泉
賦
』
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（『
文
選
』
第
七
卷
）
注
に
引
用
さ
れ
た
服
虔
『
漢
書
』
注
（
前
述
）、
つ
ま
り
「
曾
城
1

1

、
縣
圃
、
閬
風
、
崑
崙
之
山
三
重
」
と
い
う
も
の

と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
崑
崙
三
山
に
関
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
前
述
し
た
酈
道
元
『
水
経
注
』
の
独
自
の
説
も
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
三
説
の
中
で
、
最
も
現
行
本
『
淮
南
子（

（（
（

』
に
近
い
の
は
、
李
善
『
甘
泉
賦
』
注
に
も
引
用
さ
れ
た
服
虔
の
説
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
箇
所
を
含
め
て
、
上
掲
引
用
文
中
の
下
線
部
分
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
箇
所
は
、『
胡
氏
考
異
』
に
よ
れ
ば
、
袁
本
と
茶
陵

本
に
は
見
ら
れ
な
い
文
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
三
箇
所
が
い
ず
れ
も
後
世
の
増
補
と
す
れ
ば
、「
思
玄
賦
」
に
対
す
る
李
善
注

に
は
も
と
も
と
「
層
城
」
に
関
す
る
注
釈
、
そ
し
て
「
層
城
」
と
い
う
言
葉
自
体
も
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
に
進
め
て
き
た
考
察
に
大
き
な
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、李
善
注
に
お
け
る
「
層
城
」
は
、「
遊
天
台
山
賦
」
注
と
「
前
緩
聲
歌
」

注
に
の
み
現
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
二
注
は
と
も
に
『
淮
南
子
』
か
ら
の
引
用
で
内
容
も
ほ
ぼ
同
様
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
行
本
『
淮
南
子
』
に
は
「
増
城
」
と
し
て
お
り
、
そ
し
て
、
古
典
文
献
に
引
用
さ
れ
た
『
淮
南
子
』
で
は
多
く
の
場

合
「
曾
城
」
と
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
李
善
が
参
照
し
た
『
淮
南
子
』
だ
け
は
「
層
城
」
と
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
も
の
の
、
そ
れ
は
非
常
に
低
い
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
李
善
注
に
現
れ
る
「
層
城
」
は
後
人
の
書
き
換
え
に
よ
る
も
の
と
し
た

ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
文
選
』
本
文
の
「
層
城
」
と
い
う
表
記
も
、
李
善
注
の
書
き
換
え
以
後
に
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
導

入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
李
善
注
部
分
に
関
わ
る
語
句
の
相
違
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

胡
刻
本
を
は
じ
め
と
す
る
現
行
本
『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
た
李
善
注
の
不
備
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
李
善
の

注
釈
の
仕
方
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、『
文
選
』
が
流
伝
す
る
中
で
次
第
に
行
わ
れ
た
内
容
の
増
補
と
伝
写
上
の
誤
り
な
ど
が
原
因
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
実
態
は
、敦
煌
写
本
や
『
文
選
集
注
』
な
ど
の
校
勘
・
研
究
に
よ
っ
て
判
明
し
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、「
伝
本
」

と
『
文
選
』
各
版
本
と
を
対
校
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
貴
重
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
特
に
「
伝

本
」
と
の
対
校
作
業
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
る
現
行
李
善
注
の
問
題
箇
所
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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ま
ず
、
既
に
『
胡
氏
考
異
』
で
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　

①
「
伝
本
」
に
は
「
踐
莓
苔
之
滑
石
、搏
壁
立
之
翠
屏
。〈
莓
苔
、即
石
橋
之
苔
也
。
翠
屏
、石
橋
上
石
壁
之
名
也
。『
異
苑
』
曰
、天
台
山
石
有
莓
苔
之
險
。〉」

と
あ
り
、こ
の
部
分
は
現
行
各
本
も
同
様
で
あ
る
。「『
異
苑
』
曰
天
台
山
石
」
に
関
し
て
、『
胡
氏
考
異
』
は
、「
何
校
「
石
」
下
添
「
橋
」

字
。
各
本
皆
脫
」
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、『
異
苑
』
か
ら
の
引
用
文
は
、「
伝
本
」
も
各
版
本
と
同
様
に
「
天
台
山
石
有
莓
苔
之
險
」
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
現
行
本
『
異
苑
』（
巻
第
一
）
で
も
、
こ
の
箇
所
は
「
会
稽
天
台
山
、
雖
非
遐
遠
、
自
非
卒
生
忘
形
、
則
不
能
躋
也
。

赤
城
阻
其
径
、
瀑
布
激
其
衝
。
石
有
莓
苔
之
險
、
淵
有
不
測
之
深
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
行
本
『
異
苑
』
に
は
「
橋
」
字

は
な
く
、
前
後
の
文
脈
か
ら
見
て
も
、
こ
の
箇
所
に
「
橋
」
字
が
あ
っ
た
と
も
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
何
氏
が
『
文
選
』
を
校
す

る
際
に
、
こ
と
さ
ら
に
「
橋
」
字
を
付
加
し
て
「
石
橋
」
と
特
定
す
る
必
要
性
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

②
「
伝
本
」
に
「
既
克
濟
於
九
折
、
路
威
夷
而
脩
通
。（
中
略
）〈『
韓
詩
』
曰
、
周
道
威
夷
（
（（
（

〉」
と
あ
る
。
こ
の
『
韓
詩
』
か
ら
の
引
用
文
が

胡
刻
本
で
は
「
道
威
夷
者
也
」
と
な
っ
て
い
る
。『
胡
氏
考
異
』
は
、「
道
威
夷
者
也
、陳
云
別
本
「
道
」
上
有
「
周
」
字
、無
「
者
也
」。
案
、

此
脫
「
周
」
字
、
衍
「
者
」
字
。
別
本
今
未
見
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
胡
氏
に
よ
れ
ば
、
陳
氏
が
か
つ
て
「
別
本
」、
即
ち
異
本
を

見
た
こ
と
が
あ
り
、そ
こ
で
は
『
韓
詩
』
か
ら
の
引
用
文
が
「
道
威
夷
者
也
」
で
は
な
く
、「
周
道
威
夷
」
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

胡
氏
本
人
は
そ
の
「
別
本
」
を
見
た
こ
と
が
な
い
、
と
言
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
陳
氏
の
説
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、「
伝
本
」
で
も

確
か
に
「
周
道
威
夷
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
、『
韓
詩
』
か
ら
こ
の
一
句
を
引
用
す
る
例
は
、『
文
選
』
で
は
も
う
一
箇
所

に
見
ら
れ
、そ
の
第
十
八
卷
に
あ
る
嵇
叔
夜
「
琴
賦
并
序
」
の
「
指
蒼
梧
之
迢
遞
、臨
迴
江
之
威
夷
」（
八
三
九
頁
）
に
対
す
る
李
善
注
も
『
韓

詩
』
よ
り
「
周
道
威
夷
」
と
い
う
形
で
引
い
て
典
拠
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
遊
天
台
山
賦
」
の
場
合
も
、「
伝
本
」
に
従
っ
て
訂

正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

③
「
伝
本
」
に
「
惠
風
勤
芳
於
陽
林
、醴
泉
涌
溜
於
陰
渠
。〈
邊
讓
章
『
華
臺
賦
』
曰
、惠
風
春
施
。
守
、猶
積
也
。
勤
與
守
通
。
毛
萇
『
詩
伝
』
曰
、山
南
曰
陽
。

鄭
玄
『
周
禮
』
注
曰
、陽
木
生
於
山
南
。〉」
と
あ
る
。
し
か
し
、現
行
各
本
で
は
、鄭
玄
『
周
禮
』
注
か
ら
「
陽
林
生
於
山
南
」
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
が
、現
行
本
『
周
禮
注
疏
』
卷
十
六
「
山
虞
」
に
あ
る
「
仲
冬
斬
陽
木
」
に
対
す
る
鄭
玄
注
に
は
「
陽
木
生
山
南
」
と
見
え
る
。
で
は
、

な
ぜ
、も
と
も
と
の
「
陽
木
」
と
い
う
表
現
が
、現
行
の
李
善
注
『
文
選
』
で
は
「
陽
林
」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
胡
氏
考
異
』
は
、

「「
林
」
當
作
「
木
」、
此
「
地
官
山
虞
」
注
也
。
善
以
「
陽
木
」
注
「
陽
林
」、
不
知
者
依
正
文
改
字
、
非
也
。」
と
い
う
が
、
そ
の
通
り

で
あ
ろ
う
。

　

④
「
伝
本
」
に
「
散
以
象
外
之
説
、
暢
以
無
生
之
篇
。〈
象
外
、
謂
道
也
。『
周
易
』
曰
、
易
者
象
、
象
者
、
像
也
。
荀
粲
別
伝

1

1

1

1

、
粲
答
兄
俁
云
「
立
象
以
盡

意
、
此
非
通
乎
象
外
者
也
。
象
外
之
意
、
故
蘊
而
不
出
矣
。〉」
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
見
え
る
「
荀
粲
別
伝
」
が
、
現
行
諸
本
で
は
「
荀
粲
列
伝
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、『
胡
氏
考
異
』
は
「「
列
」
當
作
「
別
」。
各
本
皆
誤
。
三
國
魏
志
荀
彧
伝
注
有
其
證
也
」
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、

胡
氏
が
言
う
よ
う
に
、「
荀
粲
」
の
名
は
、『
三
國
志
・
魏
書
』
巻
十
所
収
の
「
荀
彧
」（
荀
粲
の
父
）
の
「
列
伝
」、
そ
れ
も
本
文
に
付
さ

れ
た
注
の
中
に
の
み
現
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
粲
の
言
葉
と
し
て
「
蓋
理
之
微
者
、
非
物
象
之
所
舉
也
。
今
稱
立
象
以
盡
意

1

1

1

1

1

、
此
非
通
于
意

1

1

1

1

1

外
者
也

1

1

1

。
繫
辭
焉
以
盡
言
、
此
非
言
乎
繫
表
者
也
。
斯
則
象
外
之
意

1

1

1

1

、
繫
表
之
言
、
固
蘊
而
不
出
矣

1

1

1

1

1

1

。」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
荀
粲

伝
の
他
の
注
に
は
「
何
劭
為
粲
伝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
の
荀
粲
個
人
に
も
伝
記
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
李
善

自
身
が
見
て
、
直
接
引
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
荀
粲
の
伝
記
は
言
わ
ば
野
史
で
あ
っ
て
、
紀
伝
体
史
書
を
構
成
す
る
格
式
を

具
え
た
「
列
伝
」
で
は
な
い
。「
列
伝
」
と
称
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
父
荀
彧
の
伝
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

胡
氏
が
指
摘
し
、
ま
た
「
伝
本
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
は
「
荀
粲
別
伝
」
と
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

次
に
、
胡
刻
本
の
引
用
文
と
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
文
献
の
現
行
本
の
内
容
と
の
間
に
字
句
の
出
入
が
あ
る
が
、「
伝
本
」
で
は
そ
れ

が
な
い
、
あ
る
い
は
胡
刻
本
よ
り
も
典
拠
の
内
容
に
近
似
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
以
下
の
表
に
ま
と
め
、
出
典
と
そ
の
現
行
本
に

見
る
文
献
内
容
、「
伝
本
」
と
胡
刻
本
の
引
用
内
容
と
順
次
に
並
べ
た
が
、
そ
の
際
に
三
者
で
共
通
す
る
文
に
下
線
を
引
き
、
異
同
の
あ

る
語
句
に
は
傍
点
を
施
し
た
。
異
同
そ
の
も
の
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
ま
た
紙
数
の
関
係
か
ら
、
詳
述
は
控
え
る
。



― 196 ―

引
用
さ
れ
た
文
献
・
内
容

伝
本

胡
刻
本

（『
宋
書
』
巻
第
六
七
、「
列
伝
」
第
二
七
「
謝
霊
運
伝
」）

謝
霊
運
「
山
居
賦
」
注

「
天
台
1

1

、桐
柏
、七
縣
餘
地
、南
帶
海
。
二
韭
、四
明
1

1

、五
奧
、

皆
相
連
接

1

1

1

1

、
奇
地
所
無
、
高
於
五
嶽
、
便
是
海
中
三
山
之

流
。
韭
以
菜
為
名
。
四
明
1

1

、
方
石
1

1

、
四
面
自
然
開
窗
也

1

1

1

1

1

1

1

。」
謝
霊
運
『
山
居
賦
』
注
曰
、
天
台
1

1

・
四
明
1

1

、

皆
相
連
接

1

1

1

1

。
四
明
1

1

・
方
石
四
面

1

1

1

1

、
自
然
開
窗

1

1

1

1

。
謝
霊
運
『
山
居
賦
』
注
曰
、「
天
台
1

1

・
四
明
相
接
連

1

1

1

1

1

、

四
明
1

1

・
方
石
四
面

1

1

1

1

、
自
然
開
窗

1

1

1

1

。」（
一
六
三
頁
、
中
段
、

四
～
五
行
）

『
名
山
略
記
』（
佚
（
（（
（

）

『
名
山
略
記
』
曰
、
天
台
山
、
即
是
定
光
等

1

1

1

諸

仏
所
降
葛
仙
公
山
也
。

『
名
山
略
記
』
曰
、「
天
台
山
、
即
是
定
光
寺

1

1

1

諸
仏
所

降
葛
仙
公
山
也
。」（
一
六
三
頁
、
中
段
、
六
行
）

『
爾
雅
』「
釋
山
」

「
泰
山
為
東
嶽

1

1

1

1

1

、
華
山
為
西
嶽

1

1

1

1

1

、
霍
山
為
南
嶽

1

1

1

1

1

、
恆
山
為

1

1

1

北
嶽
1

1

、
嵩
高
為
中
嶽

1

1

1

1

1

。」

『
爾
雅
』
曰
、「
泰
山
為
東
嶽

1

1

1

1

1

、
華
山
為
西
嶽

1

1

1

1

1

、

霍
山
為
南
嶽

1

1

1

1

1

、
恆
山
為
北
嶽

1

1

1

1

1

、
嵩
山
為
中
嶽

1

1

1

1

1

。」『
爾
雅
』
曰
、「
太
山
為
東
嶽

1

1

1

1

1

、
華
山
為
西
嶽

1

1

1

1

1

、
衡
山
1

1

＊
為
南
嶽

1

1

1

、
常
山
為
北
嶽

1

1

1

1

1

、
嵩
山
為
中
嶽

1

1

1

1

1

。」（
一
六
三

頁
、
中
段
、
九
行
）

＊
袁
本
・
明
州
本
・
四
部
本
は
「
霍
山
1

1

」
と
す
る
。

『
列
仙
伝
』（
校
正
本
）
巻
下
「
赤
須
子
」

「
赤
須
子
…
好
食
松
實
…
服
霞
絶
穀
。」

『
列
仙
伝
』
曰
、「
赤
須
子
好
食
松
實

1

1

1

1

1

1

1

、
絶
穀
1

1

。」『
列
仙
伝
』
曰
、「
赤
松
子
好
食
松
實

1

1

1

1

1

1

1

、絶
穀
1

1

。」（
一
六
三

頁
、
中
段
、
一
六
～
一
七
行
）

王
考
「
魯
霊
光
殿
賦
序
」（『
文
選
』
卷
第
一
一
）

旋
室
1

1

洪
娟
以
窈
窕
、
洞
房
叫
窱
而
幽
邃
。

『
魯
霊
光
殿
賦
』
曰
、「
旋
室
1

1

洪
娟
以
窈
窕
、

洞
房
叫
窱
而
幽
邃
。」

『
魯
霊
光
殿
賦
』
曰
、「
旋
室
1

1

洪
娟
以
窈
窕
、
洞
房
叫

窱
而
幽
邃
。」（
一
六
四
頁
、
上
段
、
五
）
行

『
淮
南
子
』「
原
道
訓
」
巻
第
一

「
本
處
榛
巢
」、
高
誘
注
「
聚
木
曰
榛

1

1

1

1

」

「
隠
于
榛
薄
之
中
」、
高
誘
注
「
藂1

木
曰
榛

1

1

1

」

高
誘
『
淮
南
子
』
注
曰
、「
聚
木
曰
榛

1

1

1

1

。」

高
誘
『
淮
南
子
』
注
曰
、「
叢
木
曰
榛

1

1

1

1

。」（
一
六
四
頁
、

中
段
、
一
〇
～
一
一
行
）
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『
漢
書
』
卷
四
十
九
「
列
伝
」
第
十
九
「
爰
盎
・
晁
錯
伝
」、

「
上
從
霸
陵
上
、
欲
西
馳
下
峻
阪
、
盎
爰
轡
。
上
曰
、
将

軍
怯
邪
。
盎1

言
曰
1

1

、
臣
聞
千
金
之
子
不
垂
堂

1

1

1

1

1

1

1

1

1

、
百
金
之
子

不
騎
衡
、
聖
主
不
乘
危
、
不
徼
幸
。」

『
漢
書
』

1

1

1

1

盎1

諫
上
曰
、「
臣
聞
千
金
子
不
垂
堂

1

1

1

1

1

1

1

1

。」
漢
爰
盎
諫
上
曰
、「
臣
聞
千
金
之
子
坐
不
垂
堂

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

。」

（
一
六
五
頁
、
上
段
、
一
～
二
行
）

『
淮
南
子
』
巻
第
四
「
墜
形
篇
」
曰
、「
建
木
在
都
廣

1

1

1

1

1

、
衆1

帝
所
自
上
下

1

1

1

1

1

。」

『
淮
南
子
』
曰
、「
建
木
在
都
廣

1

1

1

1

1

、
衆
帝
所
自

1

1

1

1

上
下
1

1

。」

『
淮
南
子
』
曰
、「
建
木
在
廣
都

1

1

1

1

1

、
衆
帝
所
自
上
下

1

1

1

1

1

1

。」

（
一
六
五
頁
、
中
段
、
一
〇
行
）

『
周
易
』
卷
八
「
繫
辭
」
下
「
是
故
易
者
象
也
象
也
者
像
也

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」『
周
易
』
曰
、「
易
者
象

1

1

1

、
象
者
1

1

、
像
也
1

1

。」

『
周
易
』
曰
、「
象
者
1

1

、
像
也
1

1

。」（
一
六
六
頁
、
上
段
、

八
行
）

『
方
言
』「
間
」、
郭
璞
注
「
言
間
隟
也
。」

郭
璞
『
方
言
』
注

1

1

1

1

1

1

1

曰
、「
間
、
隙
也
。」

『
小
雅
』
曰

1

1

1

1

1

、「
間
、
隙
也（

（（
（

。」（
一
六
六
頁
、
上
段
、

一
一
行
）

『
維
摩
詰
所
説
経
』（『
大
正
蔵
』
巻
一
四
）「
入
不
二
法
門

品
第
九
」
喜
見
菩
薩
曰
、
色
・
色
空
為
二
、
色
即
是
空
、

非
色
滅
空
、
色
性
自
空
。
如
是
受
・
想
・
行
・
識1
、
識1

空
為
二

1

1

1

、
識
即
是
空

1

1

1

1

、
非
識
滅
空

1

1

1

1

、
識
性
自
空

1

1

1

1

。
於
其

中
而
通
達
者
、
是
為
入
不
二
法
門
。（
五
五
一
頁
、
上
段
、

一
九
～
二
二
行
）

『
維
摩
経
』
喜
見
菩
薩
曰
、「
色
・
色
空
為
二
、

色
即
是
空
、非
色
滅
空
、色
性
自
空
。
如
是
受
・

想
・
行
・
識
、
識1
・
識
空
為
二

1

1

1

1

、
識
即
是
空

1

1

1

1

、

非
識
滅
空

1

1

1

1

、
識
性
自
空

1

1

1

1

。
於
其
中
通
而
達
者
、

為
入
不
二
法
門
。」

『
維
摩
経
』
喜
見
菩
薩
曰
、「
色
・
色
空
為
二
、
色
即

是
空
、
非
色
滅
空
、
色
性
自
空
。
如
是
受
・
想
・
行
・

識1
、
識
空
為
二

1

1

1

1

、
識
即
是
空

1

1

1

1

、
非
識
性
自
空

1

1

1

1

1

、
於
其

中
通
而
達
者
、為
入
不
二
法
門
。」（
一
六
六
頁
、上
段
、

一
三
～
一
四
行
）

郗
敬
輿

1

1

1

與
慶
謝
緒（
謝
慶
緒
）書
論
三
幡
義
曰
、

「
近
論
三
幡
、
諸
人
猶
多
欲
、
既
観
色
空
、
別

更
観
識
、
同
在
一
有
、
而
重
假
二
観
、
於
理

為
長
。
然
敬
輿
之
意
、
以
色
・
色
空
及
観
為

三
釋
幡
、
識
・
識
空
及
観
亦
為
三
幡
也
。」

郤
敬
輿

1

1

1

與
謝
慶
緒
書（

（（
（

論
三
幡
義
曰
、「
近
論
三
幡
、
諸

人
猶
多
欲
、
既
観
色
空
、
別
更
観
識
、
同
在
一
有
、

而
重
假
二
観
、
於
理
為
長
。
然
敬
輿
之
意
、
以
色
空

1

1

1

及
観
為
三
幡

1

1

1

1

1

、識1
・
空
及
観
亦
為
三
幡

1

1

1

1

1

1

1

。」（
一
六
六
頁
、

上
段
、
二
〇
～
頁
、
中
段
、
一
行
）
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最
後
に
、
李
善
注
の
引
用
文
献
に
関
し
て
、
今
ま
で
不
明
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　

①
『
法
華
経
』
か
ら
の
引
用

　

李
善
注
「
遊
天
台
山
賦
」
に
は
、「
法
華
経
曰
」
と
す
る
と
こ
ろ
が
二
箇
所
あ
る
。
一
つ
目
の
「
瀑
布
飛
流
以
界
道
」
の
「
界
道
」
に

対
す
る
李
善
注
は
、「『
法
華
経
』
曰
、
黃
金
為
繩
、
以
界
八
道
」（
胡
刻
本
一
六
四
頁
、
中
段
、
四
、「
伝
本
」
も
同
文
）
と
し
て
い
る
。

こ
の
一
句
が
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』（『
大
正
蔵
』
第
九
巻
）「
見
寶
塔
品
第
十
一
」
か
ら
の
引
用
文
で
あ
る
こ
と
は
既
に
判
明
し

て
お
り（

（（
（

、
こ
れ
に
つ
い
て
は
異
議
が
な
い
。

　

問
題
は
後
の
一
箇
所
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
法
鼓
琅
以
振
響
、
衆
香
馥
以
揚
煙
」
に
対
し
て
、
李
善
注
は
「『
法
華
経
』
曰
、
撃
大
法

鼓
。
又
曰
、
燒
衆
名
香
」（
胡
刻
本
一
六
六
頁
、
上
段
、
四
、「
伝
本
」
も
同
文
）
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
文
選
李
善
注
引
書
攷
證
』

（
一
〇
三
頁
）
は
、「
撃
大
法
鼓
」
の
出
典
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
序
品
」
に
求
め
得
た
が
、「
燒
衆
名
香
」
の
出
典
は
「
未
詳
」
と
し

て
い
る
。
確
か
に
「
燒
衆
名
香
」
と
い
う
表
現
を
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
お
い
て
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
李
善
注
の
誤
り
で
も

な
け
れ
ば
、経
典
の
佚
文
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、李
善
が
こ
こ
で
引
用
し
た
『
法
華
経
』
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
で
は
な
く
、

そ
の
異
訳
本
で
あ
る
『
正
法
華
経
』（
竺
法
護
訳
、『
大
正
蔵
』
巻
九
）
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、事
実
、『
正
法
華
経
』
の
「
七

寶
塔
品
第
十
一
」
に
は
「
遍
布
諸
華
、
燒
衆
名
香
」（
一
〇
三
頁
、
下
段
第
八
行
）
と
い
う
表
現
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
正
法
華
経
』「
光
瑞
品
第
一
」
に
も
「
散
大
法
雨
、
撃
大
法
鼓
」（
六
五
頁
、
下
段
第
一
二
行
）
と
あ
る
。
因
み
に
、『
妙
法
蓮
華

経
』「
見
寶
塔
品
第
十
一
」
の
相
当
箇
所
は
「
燒
大
寶
香
」（
三
三
頁
、
中
段
、
一
行
）
と
な
っ
て
い
る
。 

　

②
『
本
草
経
』
か
ら
の
引
用

　

胡
刻
本
の
李
善
注
に
「『
神
農
本
草
経（

（（
（

』
曰
、
桂
葉
冬
夏
常
青
不
枯
。
又
曰
、
赤
芝
一
名
丹
芝
、
黃
芝
一
名
金
芝
、
白
芝
一
名
玉
芝
、

黑
芝
一
名
玄
芝
、
紫
芝
一
名
木
芝
」（
一
六
五
頁
、
中
段
、
六
行
）
と
あ
り
、『
文
選
李
善
注
引
書
攷
證
』（
一
〇
三
頁
）
は
「
神
農
本
草

経
佚
」
と
す
る
。
確
か
に
、前
半
の
引
用
文
は
現
行
の
『
本
草
経
』
に
は
見
出
せ
な
い
が
、郭
璞
『
山
海
経
』
注
に
類
似
す
る
文
が
あ
る
。
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そ
れ
は
、『
山
海
経（

（（
（

』
巻
第
一
「
南
山
経
」
の
「
招
搖
之
山
、
臨
于
西
海
之
上
、
多
桂
」
に
対
す
る
郭
璞
注
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
桂
葉

似
枇
杷
、
長
二
尺
餘
、
廣
数
寸
、
味
辛
、
白
花
、
叢
生
山
峰
、
冬
夏
常
青
、
間
無
雜
木
」
と
あ
る
。
な
お
、
引
用
文
の
後
半
部
分
は
、
現

行
本『
神
農
本
草
経（

（（
（

』（
巻
第
二
）に
見
え
る「
赤
芝
一
名
丹
芝
…
黃
芝
一
名
金
芝
…
白
芝
一
名
玉
芝
…
黑
芝
一
名
玄
芝
…
紫
芝
一
名
木
芝
」

と
い
う
文
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　
③
『
百
論
』
か
ら
の
引
用

　

胡
刻
本
の
李
善
注
に
「『
百
（
法
）
論
』
曰
、
并
及
八
輩
応
真
僧
。
然
応
真
、
謂
羅
漢
也
」（
一
六
五
頁
、
中
段
、
一
四
～
一
五
行
）
と

あ
る
が
、『
文
選
李
善
注
引
書
攷
證
』（
一
〇
三
頁
）
は
、
こ
の
『
百
法
論
』
を
『
大
正
蔵
』
第
三
一
巻
に
あ
る
『
大
乘
百
法
明
門
論
』
と

推
測
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
引
用
文
と
類
似
す
る
内
容
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
胡
刻
本
の
相
当
箇
所
を
「
伝
本
」
で
確
か

め
て
み
る
と
、
こ
の
部
分
は
「『
百
論
』
曰
、
并
及
［
八
］
輩
応
真
僧
、
羅
漢
也
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
『
百
論
』

（『
大
正
蔵
』
巻
三
〇
）
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
捨
罪
福
品
第
一
」
冒
頭
の
偈
頌
に
あ
る
「
諸
仏
世
尊
之
所
説
、并
及
八
輩
応
真
僧
」（
一
六
八

頁
、
上
段
、
二
六
行
）
と
い
う
一
句
に
辿
り
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　
④
『
梵
網
経
』
か
ら
と
思
わ
れ
る
引
用

　

こ
の
い
わ
ゆ
る
『
百
（
法
）
論
』
か
ら
の
引
用
文
の
後
、胡
刻
本
李
善
注
に
は
、「『
大
智
度
論
』
曰
、菩
薩
常
応
二
時
頭
陀
、常
用
錫
杖
、

経
伝
、
仏
像
」（
一
六
五
頁
、
中
段
、
一
五
行
）
と
い
う
一
文
が
続
く
。
し
か
し
、『
文
選
李
善
注
引
書
攷
證
』（
一
〇
三
頁
）
は
同
内
容

の
文
を
『
大
智
度
論
』
に
は
見
出
せ
ず
、「
未
詳
」
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、『
梵
網
経
』（『
大
正
蔵
』
巻
二
四
）
に
は
、「
若
仏
子
1

1

、
常
応
1

1

二
時
頭
陀

1

1

1

1

。
冬
夏
坐
禅
、
結
夏
安
居
。
常
用
1

1

楊
枝
・
澡
豆
・
三
衣
・
瓶
鉢
・
坐
具
・
錫
杖
1

1

・
香
爐
・
漉
水
囊
・
手
巾
・
刀
子
・
火
燧
・
鑷
子
・

繩
床
・
経
律
1

1

・
仏
像
1

1

・
菩
薩
形
像（

（（
（

」（
一
〇
〇
八
頁
、
上
段
、
一
三
～
一
六
行
）
と
見
え
る
。
た
だ
、
こ
の
経
文
が
李
善
注
の
典
拠
で
あ

る
と
す
れ
ば
、な
ぜ『
梵
網
経
』と
し
て
で
は
な
く
、『
大
智
度
論
』の
文
と
し
て
引
用
さ
れ
た
の
か
は
、依
然
と
し
て
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
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五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、『
本
伝
集
』
本
「
遊
天
台
山
賦
」
の
文
献
内
容
を
現
存
各
種
の
『
文
選
』
李
善
注
と
対
校
し
分
析
す
る
作
業
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、『
本
伝
集
』
本
「
遊
天
台
山
賦
」
が
、
李
善
注
「
遊
天
台
山
賦
」
に
他
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
れ
が
現
存
李
善
注
本
の
諸
テ
キ

ス
ト
よ
り
も
古
い
形
態
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
長
い
研
究
史
を
持
つ
文
選
学
の
た
め
の
一
つ
の
資

料
提
供
と
も
な
る
だ
ろ
う
し
、『
本
伝
集
』
が
最
澄
作
で
は
な
い
と
い
う
偽
作
説
（
清
田
寂
天
［
二
〇
〇
一
］）
す
ら
出
て
い
る
今
、
文
献

内
容
に
即
し
た
詳
細
な
検
証
を
行
い
、
そ
の
資
料
的
価
値
を
見
直
す
契
機
に
も
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
方
、そ
う
し
た
こ
と
を
目
指
し
た
ば
か
り
に
、「
伝
本
」の
内
容
と
較
べ
て
明
ら
か
と
な
る
現
行
本
李
善
注
の
増
補（

（（
（

に
関
す
る
指
摘
や
、

さ
ら
に
は
、
そ
の
増
補
の
傾
向
と
特
徴
な
ど
の
分
析
や
考
察
は
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
た
。
実
際
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
は
文
選
学
の
門

外
漢
で
あ
る
筆
者
の
手
に
は
到
底
お
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
た
だ
、
小
論
を
通
し
て
、『
本
伝
集
』
と
い
う
書
物
に
専
門
諸
氏
の

注
意
を
引
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
【
注
記
】

（
１
）  「
天
台
智
者
大
師
霊
応
図
一
張
」（
一
〇
五
五
頁
、
中
段
、
三
行
）
と
あ
る
。

（
２
）  「
天
台
大
師
感
得
聖
僧
影
一
鋪（
三
副
綵
色
仁
澄
）」（
一
一
三
二
頁
、中
段
、一
〇
行
）；「
天
台
山
智
者
大
師
霊
応
図
一
張（
有
感
神
僧
影
六
副
九
尺
澄
）」

（
一
一
三
二
頁
、
中
段
、
一
一
行
）。

 

（
３
） 『
伝
全
』
で
は
「
全
二
巻
」
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
清
田
寂
雲
［
一
九
八
〇
］
三
二
頁
に
よ
れ
ば
、
身
延
山
本
『
本
伝
集
』
は
現
在
で
は
、「
全
二
巻
で

な
く
巻
二
の
一
巻
の
み
で
あ
り
、
つ
ま
り
ロ
本
（
筆
者
注
、
身
延
山
本
を
指
す
）
に
は
章
安
撰
の
別
伝
は
含
ま
れ
ず
、
顔
真
卿
撰
の
伝
一
巻
と
、
貝

山
道
澄
述
の
智
者
大
師
述
讃
序
第
二
と
の
二
篇
の
み
」
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
第
二
巻
」
と
改
め
た
。
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（
４
） 

叡
山
文
庫
で
は
、
こ
の
写
本
の
蔵
書
カ
ー
ド
に
「
江
戸
初
期
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

（
５
） 『
伝
全
』
第
四
巻
、
二
二
五
頁
。

（
６
） 
孫
綽
の
生
存
年
代
は
明
確
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
一
応
、
戸
川
芳
郎
・
高
橋
忠
彦
［
一
九
八
九
］
五
四
九
頁
の
説
を
採
っ
た
が
、
こ
の
ほ
か
、
小
尾

郊
一
［
一
九
七
七
］
六
五
頁
、
ま
た
、
長
谷
川
滋
成
［
二
〇
〇
〇
］
二
頁
「
詳
解
〇
」
に
は
「（
三
一
〇
？
～
三
六
七
？
）」
と
い
う
説
も
あ
る
。

（
７
）  

六
臣
注
『
文
選
』
で
は
、
李
周
瀚
が
「
孫
興
公
」
條
を
注
す
る
際
に
、『
晋
書
』
を
引
用
し
て
「［
孫
綽
］
為
永
嘉
太
守
、
意
将
解
印
、
以
向
幽
寂
、
聞

此
山
神
秀
、可
以
長
往
、因
使
図
其
状
、為
之
賦
」
と
あ
る
。
し
か
し
、長
谷
川
滋
成
［
二
〇
〇
〇
］
三
頁
「
詳
解
四
」
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

李
周
瀚
が
引
用
し
た
文
は
現
行
本
『
晋
書
』
で
は
見
ら
れ
な
い
佚
文
で
あ
る
。

（
８
） 

こ
の
逸
話
は
『
世
説
新
語
』
文
学
篇
に
も
載
せ
て
あ
る
。

（
９
） 

斯
波
六
郎
［
一
九
四
八
］
五
八
～
六
三
頁
；
清
水
凱
夫
［
一
九
九
五
］。

（
10
） 

こ
の
二
段
の
引
用
文
は
、
岡
村
繁
［
一
九
九
九
］
四
頁
に
拠
る
。

（
11
） 

清
田
寂
天
［
二
〇
〇
一
］
四
九
頁
。

（
12
） 

本
論
文
で
は
、『
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
を
略
称
で
呼
ぶ
。
各
略
称
の
対
応
す
る
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
は
、文
末
に
附
し
た
〈
略
号
お
よ
び
使
用
テ
キ
ス
ト
〉

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
13
） 

胡
刻
本
は
後
に
言
及
す
る
尤
本
の
覆
刻
本
で
あ
り
、
両
者
は
共
に
『
文
選
』
の
李
善
単
注
本
で
あ
る
が
、
胡
刻
本
が
附
録
の
『
胡
氏
考
異
』（
十
巻
）

と
共
に
研
究
の
た
め
に
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
も
、
主
と
し
て
胡
刻
本
と
対
校
す
る
形
で
「
伝
本
」
の
内
容
を
解
説
し
て
い
く
。

（
14
） 

反
切
に
関
し
て
、「
伝
本
」
に
は
「
反
」
が
九
箇
所
に
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、「
切
」
は
一
箇
所
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、「
軽
挙
而
宅
之
」

注
の
中
の
「
舉
、
居
御
切
」
で
あ
る
が
、
こ
の
音
注
は
『
文
選
』
各
版
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
15
）  

富
永
一
登
［
一
九
九
八
Ｂ
］
二
三
頁
は
、
敦
煌
本
甲
卷
「
西
京
賦
」
注
を
校
勘
す
る
際
に
、
反
切
に
関
し
て
「
唐
写
本
作
〈
反
〉、
各
本
皆
作
〈
切
〉、

下
同
」
と
し
て
い
る
。
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（
16
）  『
山
海
経
校
注
』「
海
経
」
卷
十
三
、「
蒼
梧
丘
（
舜
葬
所
）」。

（
17
）  『
藝
文
類
聚
』
第
七
卷
「
山
部
上
・
總
載
山
」。

（
18
） 
た
と
え
ば
、『
藝
文
類
聚
』
第
六
十
三
卷
「
居
處
部
三
・
城
」
に
「
淮
南
子
曰
、
崑
崙
山
有
曾
城
1

1

九
重
」
と
あ
り
、
ま
た
、
第
六
十
五
卷
「
產
業
部
上
・

圃
」、
そ
し
て
第
六
十
七
卷
「
衣
冠
部
・
玦
珮
」
に
も
全
く
同
じ
内
容
が
見
え
る
。

（
19
） 『
漢
書
』
卷
八
十
七
上
、「
列
伝
」
第
五
十
七
上
「
揚
雄
伝
」
に
収
め
ら
れ
た
『
甘
泉
賦
』
に
あ
る
「
配
帝
居
之
縣
圃
兮
、
象
泰
壹
之
威
神
」
に
対
す
る

服
虔
の
注
で
あ
る
。
因
み
に
、こ
の
賦
作
は
『
文
選
』（
第
七
卷
）
に
も
採
録
さ
れ
て
お
り
、こ
の
箇
所
に
対
す
る
李
善
注
に
は
「
服
虔
曰
、曾
城
1

1

、縣
圃
、

閬
風
、
崑
崙
之
山
三
重
」
と
服
虔
の
注
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

（
20
） 

こ
の
詩
句
は
、『
藝
文
類
聚
』
に
お
い
て
は
、
第
二
十
九
卷
「
人
部
十
三
・
別
上
」、
そ
し
て
第
六
十
七
卷
「
衣
冠
部
・
衣
冠
」
と
、
前
後
二
箇
所
に
引

用
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）  『
文
選
』
第
二
十
二
卷
、
謝
霊
運
「
從
遊
京
口
北
固
応
詔
」
の
「
張
組
眺
倒
景
、
列
筵
瞩
帰
潮
」
に
対
す
る
李
善
注
で
あ
る
。

（
22
） 

た
だ
し
、『
藝
文
類
聚
』
第
四
十
二
卷
「
樂
部
二
・
楽
府
」
に
収
め
ら
れ
た
「
前
緩
聲
歌
」
に
は
「
遊
仙
聚
霊
族
、
高
宴
層
城
1

1

阿
」
と
あ
る
。

（
23
）  

富
永
一
登
［
一
九
九
八
］
八
三
～
八
四
頁
は
、『
文
選
』
に
、
直
接
、
范
曄
『
後
漢
書
』
か
ら
採
録
し
た
五
編
を
含
め
て
、
十
三
編
の
共
通
す
る
作
品

の
存
在
を
認
め
て
い
る
。

（
24
）  

岡
村
繁
［
一
九
九
九
］
八
頁
。

（
25
）  

た
と
え
ば
、
成
公
綏
（
二
三
一
～
二
七
三
年
）
の
「
正
旦
大
会
行
礼
歌
」
に
「
大
礼
既
行
、
楽
無
極
。
登
崑
崙
、
上
層
城
1

1

。
乘
飛
龍
、
升
泰
清
」（『
晋

書
』
卷
二
十
二
、「
志
」
第
十
二
、「
樂
上
」）
と
あ
る
。

（
26
） 『
後
漢
書
』
卷
五
十
九
「
列
伝
」
第
四
十
九
。

（
27
）  『
淮
南
子
』
第
四
巻
「
墜
形
訓
」
に
「
懸
圃
、
樊
桐
、
凉
風
在
昆
侖
阊
阖
之
中
…
昆
侖
之
丘
、
或
上
倍
之
、
是
謂
涼
風
之
山
、
登
之
而
不
死
。
或
上
倍
之
、

是
謂
懸
圃
、
登
之
乃
霊
、
能
使
風
雨
。
或
上
倍
之
、
乃
維
上
天
、
登
之
乃
神
、
是
謂
太
帝
之
居
」
と
あ
る
。
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（
28
）  

『
胡
氏
考
異
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
三
箇
所
に
つ
い
て
、
以
下
の
校
語
が
あ
る
。
①
「
淮
南
子
曰
崑
崙
虚
」
下
至
「
高
一
萬
一
千
里
」、
袁
本
、
茶
陵
本
無

此
三
十
三
字
。
②
「
食
之
長
寿
」、
袁
本
、
茶
陵
本
無
此
四
字
。
③
「
古
今
通
論
曰
不
死
樹
在
層
城
1

1

西
」、
袁
本
、
茶
陵
本
無
此
十
二
字
。

（
29
）  『
十
三
経
注
疏
』
に
お
け
る
『
毛
詩
正
義
』「
小
雅
・
四
牡
」
に
は
、「
四
牡
騑
騑
、
周
道
倭
遲
。〈（
中
略
）
周
道
、
歧
周
之
道
也
。
倭
遲
、
歷
遠
之
貌
。

文
王
率
諸
侯
撫
叛
国
、
而
朝
聘
乎
紂
、
故
周
公
作
楽
、
以
歌
文
王
之
道
、
為
後
世
法
。
騑
、
芳
非
反
。
倭
、
本
又
作
「
委
」、
於
危
反
。
遲
、『
韓
詩
』

作
「
倭
夷
」〉」
と
あ
る
。

（
30
）  『
文
選
李
善
注
引
書
攷
證
』
一
〇
一
頁
に
、「（
名
山
略
記
）
佚　

案
此
疑
是
謝
霊
運
名
山
記
」
と
あ
る
。
佚
文
の
た
め
、確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

胡
刻
本
に
「
定
光
寺
」
と
い
う
寺
院
名
が
出
現
す
る
こ
と
に
は
い
さ
さ
か
不
審
を
覚
え
る
。
と
い
う
の
は
、
孫
綽
の
時
代
で
す
ら
登
る
こ
と
が
極
め

て
困
難
で
あ
っ
た
天
台
山
に
は
、
そ
れ
以
前
の
時
代
に
寺
が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、「
伝
本
」
の
よ
う
に

「
定
光
等
諸
仏
」
と
す
れ
ば
理
解
し
や
す
く
な
る
。
定
光
仏
と
い
う
の
は
、
燃
灯
仏
と
も
翻
訳
さ
れ
、
過
去
世
に
出
現
し
、
釈
尊
に
授
記
し
た
代
表

的
な
古
仏
の
一
人
で
あ
っ
て
、『
仏
本
行
経
』（『
大
正
蔵
』
巻
四
）
第
二
十
四
「
歎
定
光
仏
品
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
経
典
に
出
て
い
る
。
た
だ
、

こ
こ
で
の
『
名
山
略
記
』
の
記
述
に
「
葛
仙
公
山
」
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
道
家
の
文
献
を
参
照
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
定
光
ら
の
過
去

仏
が
登
場
す
る
葛
仙
公
山
伝
説
の
出
典
は
い
ま
だ
不
明
で
あ
る
。

（
31
）  『
文
選
李
善
注
引
書
攷
證
』
一
〇
三
頁
に
、「（
小
雅
）
廣
詁
佚
」
と
あ
る
。

（
32
）  

富
永
一
登
［
一
九
九
六
］
三
七
五
頁
に
、「
郗
超
與
謝
慶
緒
書
佚　

案
郤
當
作
郗　

晋
書
六
十
七
郗
超
伝
云
超
字
景
興
一
字
嘉
賓　

呉
士
鑑
斠
注
云　

案
景
與
敬
音
近　

興
與
輿
形
近　

疑
本
作
景
興
也
」
と
あ
る
。

（
33
） 『
文
選
李
善
注
引
書
攷
證
』
一
〇
二
頁
。

（
34
）  「
伝
本
」
で
は
「
本
草
経
」
と
す
る
。
引
用
文
は
同
様
で
あ
る
。

（
35
）  

郭
璞
注
『
山
海
経
』、『
子
書
百
家
』
巻
二
八
所
収
光
緒
紀
元
夏
月
湖
北
崇
文
書
局
刊
本
。

（
36
） 『
神
農
本
草
経
』、
一
九
八
〇
年
、
東
京
有
明
書
房
影
印
嘉
永
七
年
版
本
。
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（
37
）  『
梵
網
経
』
二
卷
は
、上
卷
に
菩
薩
の
階
位
の
内
容
、下
巻
は
十
重
四
十
八
軽
戒
の
戒
相
が
説
か
れ
て
お
り
、そ
の
た
め
に
「
菩
薩
戒
経
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

こ
こ
で
の
引
用
文
は
、
四
十
八
軽
戒
の
一
つ
に
当
た
る
頭
陀
遊
行
の
作
法
に
関
す
る
規
定
の
一
部
で
あ
る
。
同
経
典
に
よ
れ
ば
、
仏
子
菩
薩
が
年
間

二
回
（
正
月
十
五
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
、
八
月
十
五
日
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で
）
に
わ
た
っ
て
、
頭
陀
行
を
行
う
べ
く
、
ま
た
、
そ
の
間
に
は

常
に
上
に
挙
げ
た
十
八
種
類
の
法
具
を
身
の
回
り
に
備
え
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
一
〇
〇
八
頁
、上
段
、一
六
～
二
〇
行
）。

『
梵
網
経
』
は
、伝
統
的
に
は
鳩
摩
羅
什
訳
と
さ
れ
て
い
た
が
、実
際
は
中
国
で
成
立
し
た
、い
わ
ゆ
る
偽
経
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
れ
が
「
菩

薩
戒
経
」
と
し
て
東
ア
ジ
ア
仏
教
世
界
に
お
い
て
は
量
り
知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

（
38
） 

そ
の
よ
う
な
増
補
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
典
拠
の
示
さ
れ
た
注
釈
が
三
五
箇
所
、
典
拠
の
な
い
注
釈
が
十
三
箇
所
に
数
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
注

釈
は
ほ
と
ん
ど
釈
義
の
注
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
特
に
『
老
子
』
注
の
増
加
が
み
ら
れ
、
そ
れ
が
思
想
的
変
化
す
ら
も
た
ら
す
一
面
を
も
つ
こ
と
に

注
意
を
要
す
る
。

　
【
略
号
お
よ
び
使
用
テ
キ
ス
ト
】

本
伝
集　

最
澄
集
『
天
台
霊
応
図
本
伝
集
』（
叡
山
文
庫
無
動
寺
蔵
書
、
文
化
十
二
年
写
本
、
及
び
叡
山
文
庫
横
川
別
当
代
蔵
書
、
享
保
八
年
写
本
）

尤　

本　

李
善
注
『
文
選
』
六
十
卷　

宋
淳
熙
八
年
（
一
一
八
一
）
尤
氏
刊
本　
（
一
九
七
四
年
、
中
華
書
局
影
印
北
京
図
書
館
藏
本
）

胡
刻
本　

李
善
注『
文
選
』六
十
卷
、附「
胡
氏
考
異
」十
卷
、嘉
慶
十
四
年（
一
八
〇
九
）胡
克
家
據
宋
淳
熙
尤
袤
刊
本（
一
九
七
七
年
、中
華
書
局
影
印
本
）

袁　

本　
『
六
家
文
選
』六
十
巻
、嘉
靖
十
三
年
至
二
十
八
年（
一
五
三
四
～
一
五
四
九
）、袁
褧
嘉
趣
堂
覆
宋
廣
都
裴
宅
刊
本（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
）

明
州
本　

五
臣
李
善
注
『
文
選
』
六
十
巻
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
宋
紹
興
中
明
州
刊
本
（
一
九
七
四
年
汲
古
書
院
影
印
本
）

四
部
本　
『
六
臣
注
文
選
』
六
十
卷
、
上
海
涵
芬
樓
藏
宋
刊
本
（
上
海
商
務
印
書
館
影
印
、
四
部
叢
刊
初
編
縮
本
・
集
部
）

伝　

全　
『
伝
教
大
師
全
集
』（
一
九
七
五
年
、
世
界
聖
典
刊
行
協
会
覆
刻
比
叡
山
図
書
刊
行
版
）

『
大
正
蔵
』　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
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］ 『
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の
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京
、
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。

小
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郊
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［
一
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］ 『
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（
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、『
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収
、
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。
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台
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叡
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範
大
学
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九
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］ 「
昭
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中
華
六
十
名
家
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東
京
：
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文
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書
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、
五
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戸
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郎
・
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［
一
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］ 『
中
国
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三
・
文
選
』
上
、
東
京
：
学
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究
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。
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永
一
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九
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］ 『
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引
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東
京
：
研
文
出
版
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［
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九
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注
本
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卷
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勘
記
（
一
）」、『
中
国
学
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究
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集
』
一
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～
五
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頁
。
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永
一
登
［
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九
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Ｂ
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注
考
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―
『
後
漢
書
』
李
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注
と
の
比
較
―
―
」、『
広
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要
』
五
八
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〇
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頁
。

長
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］ 「
孫
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遊
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台
山
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」
詳
解
」、『
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（
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